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I. 目　的

本研究は，観戦者をセグメントする際の基本的な軸とな
るデモグラフィックス特性を中心とし，質問紙で設定した
年齢（6層）と性別(2層)の計12層について，観戦者行動の
類似性と特徴から統合の可能性を検討することを目的とし
た｡

II. 調査の対象と分析方法

用いたデータは，1999ワールドカップ東京大会をスタジ
アムで観戦した10歳以上の男女個人1954名であり，本研究
でいうバレーボール大会とは，この範囲にある｡ 調査方法
は，性･年齢による層化2段的無作為抽出法を用いた｡ サン
プル数は1954，有効回答率 94.4% であった｡

III. 結果及び考察

表1と表 2は，性別年齢別にみた観戦者行動（観戦動

機・観戦歴等）の特徴をまとめたものである。男性は，
「他のスポーツ観戦」，「来場動機」，「リピート行動」にお
いて，女性は，「来場動機」，「リピート行動」，「購入場所」
の項目において層を問わず共通する特徴が見られ，その他
の項目は，年齢層を幾つかにセグメントすることが可能で
あった｡ 12層の統合を試みた結果，男性は，情報入手経路
や観戦歴の類似性から「10代と20代」，「30代と40代」，「50
代と60代以上」の3層に，女性は，観戦歴や他のスポーツ
観戦の回答から「10代」，タレント必要感や観戦歴などか
ら「20代から40代」，情報入手経路やタレント必要感から
「50代と60代」の3層へ，新たに分けられた層内では類似性
が見られず計6層へのセグメントの可能性が窺えた｡

IV. 結　論

本研究では，性･年齢の12層は，6層にセグメントが可能
なのではないかという仮説が導出された｡ 層の統合は，明
確な結果を得られたわけではなく，今後の検討を必要とす
る｡ 統合可能性と層に共通する観戦者の特徴が明らかにな
るとともに，マーケターの実践場面におけるデモグラ
フィックス特性による観戦者セグメントの限界が示唆され
た｡

○清川健一（筑波大学）

表 1 男性の年齢層別にみた観戦者行動

表 2 女性の年齢層別にみた観戦者行動
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